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兵庫県南部大地震を記録する特別

セミナー講演録“「河村宗治郎」～被

災者であり　被災者といっしょに生

きてきた河村宗治郎を語る～”の製

本のお手伝いに来ていた１月１５日、

順子さんより「『公同通信』に何か書

いてくれない？」と言われて「は、は

い…」と答えてしまった私は、公同

教会、公同幼稚園のメンバーではな

く、気づきと覚醒を求めてよく公同

教会に出入りしている、ぼんやり生

きる（公同で本気で生きる方々に出

会うから自覚できます）よそ者です。

その１月１５日の木曜日、私は午

後から地震で出会った K さんという

おっちゃんの家へ行きました。1 4 年

前地震が起きた後、私は「障害児・者

支援の会」というグループに入り、被

災された障がいを持つ方々と出会っ

てきました。その会がなくなっても

訪問を止めることができなくて「も

くよう会」というグループを作って

３人で細々と訪問を続けてきました。

K さんはその中のおひとりで、地震の

直後から避難所から神戸学生青年セ

ンターへお風呂に入りに来られるた

めの送迎をしたり、避難所や入院先、

家を再建されてからは家に会いに

行ってはあれこれと話したりいっ

しょにお酒を飲んだりしてきました。

K さんは地震の４年前に突然頚椎の難

病を発症し今までやってきたことを

ひとつひとつと諦めなくてはいけな

い生活に入っていたところでした。
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お酒とタバコが大好きで、それだけ

はどんなに医者に言われても止めず

に楽しんでいました。太い眉のいか

つい顔をしているのですが、痛いこ

とや怖いことは断固拒否する人です。

M R I の検査でもバックミュージック

は松山千春で、と頼んでおきながら

始まる前に逃げ出してしまい、逃げ

る時に松山千春の歌が流れていた…

と恥ずかしそうに話していました。

去年になって喉の筋肉が弱って食べ

物がなかなか飲み込めなくなっても

口から味わって食べたいとほんの少

しのものしか食べられなくなっても

その方がよく、焼酎だけは毎日欠か

さず３杯、むせることなく飲めるそ

うです。

１２月１８日、いつものように K さ

んの家に行くと、奥さんが青い顔を

して出てきて、実は１１月に発作を

起こして救急車で入院したとのこと

でした。搬送先を探すうちにまた救

急車の中で発作を起こして危険な状

況になったけれど一命はとりとめた、

ということでした。びっくりして急

いで病院に行くと、K さんは大きく口

を開けて一生懸命息をしていました。

乾燥で舌が割れているし、顎はしん

どそうだし、とても痛々しい姿でし

た。ほとんど反応がないのですが、話

をしていると時々口をゆがめて何か

を表そうとしていたので、聞こえて

いる…と思いました。胃ろうで一応

栄養は摂れているということですが、

ずっとこういう状況なのだろうか…

毎年１月１７日近くの木曜日にやっ

ていた川上盾出前ライブはここでも

できるだろうか…前の公園で大きな

声で歌ってもらったら聞こえるよね

…などと、去年はその公園で誰もい

ない中、雪が舞う寒い中で雅楽を演

奏していた方たちがいたことを思い

出して話していました。

１２月３０日、河村宗治郎さんの

「兵庫県被災者連絡会」がある本町公

園での餅つきに参加し、そのあと東

遊園地でも餅をつき（あ、私は「よい

しょ～！」とかけ声をかけるだけな

のですが…）「ひょう太くん」（※編集

部注　昨年、霜や雹によって傷がつ

いてしまった青森県三戸町のリンゴ。

味は変わらないが商品価値が落ちて

しまい、“ひょう太”くんとして特別

販売されていた）をお渡しした帰り

に病院に寄ってみました。そうした

らおっちゃんがもういませんでした。

K さんは私たちが最後に会ったこと

になった、一生懸命に息をしていた

１２月１８日の２日後に亡くなって

いたのです。

１月１５日の木曜日、川上盾さん

にお願いしていつものように K さん

のお宅で出前ライブをやってもらい

ました。K さんは１年に一度のこの出

前ライブを楽しみにしていてくださ

り、今度もいろんな人を誘っていた

そうです。奥さんが用意して壁に

貼っていた、はにかんだ笑顔の K さん
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の大きな写真の前でいつも K さんが

リクエストしてくれた河島英五の

「時代おくれ」、松山千春の「大空と大

地の中に」を中心に K さんが好きだっ

た歌を川上盾さんにたくさん歌って

もらいながら、１４年間の思い出話

に花が咲きました。K さんは発作が起

きた日の午前中に車椅子で奥さんと

近所を散歩して、普段は無愛想なの

にその日は近所の人たちに挨拶して

いたそうです。それから入院してか

ら意識のあった時、奥さんに「たくさ

ん幸せもらった。ありがとう」と言っ

たそうです。「いろいろと無理を言っ

たり、病気になってからは特に気難

しくなってとても苦労したけれど、

この言葉ですべてゆるせる気持ちに

なったわ～！」と奥さんは泣きなが

ら笑っていました。「長い間本当にあ

りがとうございました」と言われた

けれど、いやいやまだまだしつこく

写真の K さんに会いに来る、そして奥

さんと時代おくれのおっちゃんの悪

口に花を咲かせるのだ～！と心の中

で思っていました。

♪　一日二杯の酒を飲み　さかな

はとくにこだわらず　マイクが来た

なら微笑んで

十八番をひとつ歌うだけ　妻には

涙を見せないで　子どもに愚痴を聞

かせずに

男の嘆きはほろ酔いで　酒場の隅

に置いて行く　目立たぬようには

しゃがぬように

似合わぬことは無理をせず　人の

心を見つめつづける　時代おくれの

男になりたい　♪

　　       　　　（宮本　真希子）
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兵庫県南部大地震犠牲者追悼の日記念礼拝

説教「それは、今を生きる真剣な努力である」

　　　　　　２００９年１月２５日　菅澤　邦明

「あしたは月よう日」（長谷川集平、

文研出版）は、１９９５年１月１７日

の兵庫県南部大地震がテーマです。

しかし、地震の被害などのことはど

こにも描かれていません。描かれて

いるのは、月曜日の前日、ある家庭の

ある家族の日曜日です。「日よう日

や、ええ天気やのに、お父ちゃんは、

テレビばっかり見とう。あ、はなく

そ、ほじくっとう」「ほじくった、は

なくそを、ぴん、ととばしよう。きた

ないなあ。はなげ、でとうで」と、子

どもたちの観察する、しかし“おだや

かな、ふつうの生活”“ありきたりの

休日”です。

「あしたは月よう日」の見開きに、

絵本の内容とは別に、「１９９５年１

月１７日、休日明けの火曜日の朝、淡

路・神戸を中心に大きな地震があり

ました。大変な被害があり、多くの人

が亡くなり、傷つきました。この絵本

は、その朝まで、おだやかな、ふつう

の生活を送っていた方々にささげた

いと思います。」と、作者である長谷

川集平の使信が書き込まれています。

今日、兵庫県南部大地震で犠牲に

なった人たち、中でもこの地域でな

くなった人たちを追悼する礼拝に、

たくさんの人たちに集まっていただ

きました。誰よりも何よりも、犠牲に

なった人たちが奪い取られたのは、

その日、そして明日も生きるはず

だった“おだやかな、ふつうの生活”

“ありきたりの休日”です。ここには、

犠牲になった人たちの遺族も参加し

ていますが、亡くなった人たちと同

じように“おだやかな、ふつうの生

活”“ありきたりの休日”を迎えるこ

とができないまま、大地震からその

１４年を過ごしてきました。

　ガザのパレスチナ人に対する、イ

スラエルの攻撃が続いています。今

この時も、パレスチナ人の命が奪わ

れているのですが、ずっと奪われ続

“おだやかな、ふつうの生活”
“ありきたりの休日”が
奪われてしまいました

パレスチナ、ガザの人たちが
奪われ続けてきたのは

“おだやかな、ふつうの生活”
“ありきたりの休日”です
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けてきたのが“おだやかな、ふつうの

生活”“ありきたりの休日”です。１

９４８年に始まった中東戦争の時に、

パレスチナ人たちは自分たちがそれ

まで過ごしてきた“おだやかな、ふつ

うの生活”“ありきたりの休日”が、あ

たりまえではなくなりました。１９

９４年にエルサレムで出会ったパレ

スチナの人たちは、不自由なりに家

族の生活を守っていました。たくさ

んの子どもたちに囲まれて、その子

どもたちを育てることを誇りにして

いました。結婚が間近な A さんには、

もうすぐ完成する２人の住居に案内

してもらいました。パレスチナの人

たちを訪ねたその時の街角で、“わた

がし屋”を見つけて一本買い求めた

りしました。イスラエル軍による厳

しい監視のもとで、“おだやかな、ふ

つうの生活”“ありきたりの休日”が

あるべきこととして守られていまし

た。２００８年１２月から始まった、

ガザのパレスチナ人に対して加えら

れたイスラエル軍による空爆で、１

３００人を超える人の命が奪われて

しまいました。半世紀以上にわたり

ガザのパレスチナ人たちの、あるべ

き“おだやかな生活”“ありきたりの

休日”はおびやかされ続けてきまし

たが、かすかとは言え、守るべき“お

だやかな生活”“ありきたりの休日”

さえもがおびやかされて、１３００

人を超える人が殺されてしまったの

です。

　１４年前、兵庫県南部大地震でた

くさんの人の命が奪われることにな

りました。奪われたのは、その人た

ちの“おだやかな生活”“ありきた

りの休日”でした。同じように、そ

の人たちと過ごすはずだった残され

た家族が失うことになったのも“お

だやかな生活”“ありきたりの休日”

でした。地震から１４年、地震で犠

牲になった人たちを追悼する日を迎

えています。昨日は、兵庫教区の主

催する「兵庫県南部大地震犠牲者追

悼の日礼拝」が、神戸栄光教会で行

なわれました。会場で手渡された資

料には、亡くなった人、壊れた住宅

などの記録と「失われたいのちに思

いを寄せるために、忘れてはならな

いことを覚えるために、与えられた

つながりをつないでいくために、教

えられたことを大切に伝えていくた

めに」と書き込まれていました。過

去の出来事や体験に、“思いを寄せ”

“覚え続け”“つないでいく”“伝え

ていく”のは難しいし、しんどいこ

とです。記念の礼拝を繰り返すこと

が惰性になってしまうのはあり得る

ことです。難しいし、しんどい同じ

ことを繰り返すにあたって、何より

も求められ迫られているのは惰性を

捨てることです。

　しんどい同じことを繰り返すため
には、惰性を捨てることである
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　　今日、西宮公同教会兵庫県南部

大地震犠牲者追悼の日礼拝の記念礼

拝にあたっての説教は「それは、今

を生きるための真剣な努力である」

としました。中でも“真剣”につい

て。真剣は刃物師たちが材料として

選んだ鋼（ハガネ）を、熱して打っ

てを繰り返してできあがります。し

かし、そうして鍛えた真剣も、使っ

ていると鈍（なま）ります。鈍った

真剣は今度は研ぎ直して切れ味を戻

します。それを繰り返すことで真

剣・刃物は削られてすり減ってしま

います。という真剣・刃物のことは

言葉や生活のこととしてもこの国で

は生きていました。しんどい同じこ

とを繰り返すためには惰性を捨て

る、骨身をけずるということが生き

ることそのものだったのです。そん

なこととして、死んだ人たちのこと

に向かい合い、死んだ人たちの生き

られなかった世界を、人は生きるの

です。

　

　ヨハネによる福音書は「初めに言

があった。言は神と共にあっ

た・・・」で始まります。ヨハネ福

　この言に命があった
そしてこの命は人の光であった

　それは、今を生きるための
真剣な努力である

音書を通読してみる時、「すべての

人を照らすまことの光」という“理

想”を伝えるのには、言（言葉）に

依るしかないこと、そしてその力と

限界のことも思い知っています。

　　             　（菅澤　邦明）
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あけましておめでとう！

「よいおとしを～」なんて、嬉しそ

うに新しい挨拶を交わして迎えた冬

休み。みんながどんな冬休みを過ご

したのか、冬休みの生活表を見るの

が、毎年とっても楽しみです！今年

も、早速おもしろエピソードがあっ

たようで、「あけましておめでとう」

と言ったら不思議そうに「ありがと

う」と言ったのだとか。読みながら思

わず吹き出してしましました。

そんな冬休みも終わり、「あけまし

ておめでとう！」みんなが元気に

やってきた３学期始園の日。大太鼓

の音が響き渡りました。年長さん一

人一人が「がんばるぞ～！」と力いっ

ぱいたたく姿に、２年前のぽっぽの

頃が思い出されました。おたよりを

読み返してみると、“・・「わたしもや

りたい！」と体がワクワク動いてい

ます。・・年長さんになったらかっこ

いい姿を見せてね”と書いてありま

した。あれから２年、ワクワクと心を

躍らせていたあのぽっぽさんたちが、

こんなにも“年長”になって、大太鼓

をたたいている！そして、その姿を

憧れのまなざしで見つめるさんぽ，

らった，ぽっぽぐみの子どもたち。こ

うして明日を楽しみに、これからを

楽しみに過ごしていくのだと感じた

時間でした。

雪がちらちら舞っているのを見て、

「ゆきだ～！！」と窓のところに集

まって大騒ぎ！なんて日もありまし

た。帽子をかぶっていそいで園庭へ。

「ゆきたべたいな～。あ～ん」と口を

あけながら歩いていたり、「ゆきだる

まつくろう！」「てぶくろがいるよ

ね」なんて本気で話している声も聞

こえてきます。寒さも忘れて、大喜び

しているみんなの姿に、私もワクワ

クしてきました。

冬の遊びも登場しています。「こま

まわしたいねんけど～」毎日のよう

に、こままわし用の板の周りにはた

くさんの子どもたち。そこにちゃん

とぽっぽさんたちも参加しています。

ただただこまがまわるのを見て楽し

んでいる子や、自分も！と見よう見

まねでやっている子も。そんな子に

は先輩達からの指導もあって、いつ

のまに！？自分で紐を巻いて、こま

をまわしているのにびっくりしてし

まいます。板の周りではたくさんの

ドラマが生まれている！そんな冬な

らではの光景でした。

１月１７日には、高松公園で大地

震子ども追悼コンサートが行われま

した。子どもたちと、中村朋子さん、

そこに集まったみんなで歌をうたい

ました。そんな歌声に包まれて、胸が

熱くなりました。１４年前に感じた

たくさんの思い、そこから今日まで

の毎日を、私はたくさんの出会った

子どもたちと一緒に、懸命に生きて
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きたことを強く感じています。ブッ

クスタートの赤ちゃんのお祝いで、

ただそこにいるだけで愛しい命に触

れました。一人一人がそんなふうに

産まれ、大切に育てられてきたのだ

ということ、もちろん私もそんな存

在の一人であることを嬉しく思い、

幸せに感じています。

３学期もそんな幸せな毎日が守ら

れますように。いつもたくさんの

方々に支えられていること、感謝し

ています。

　　　　　　　　　（上田　華子）

すずや便り　

　あけましておめでとうございます。

平成も 2 1 年になりましたね。元号が

昭和から平成に変わった時は、「歴史

の変わり目だ！」とドキドキしたの

を鮮明に覚えています。あの頃はま

だ学生でした･･ ･時の経つのは早いで

す。

　少し前から書店でパートをしてい

るのですが、レンタルビデオ店に併

設されているので開店前の作業中に

もＢＧＭが流れています。今どきの

曲（？）にも少し詳しくなってきまし

た。ある日、とってもいい歌が流れて

いて涙腺が緩みそうに･ ･「うわ～仕事

中なのに～」と思いつつも、リサーチ

したところ S E A M O というバンドの

「MOTHER」という曲でした。ぜひ聴い

てみてください～母のツボを押さえ

ています（笑）。帰宅してネットで調

べていたら長女が「あ、SEAMO だ」。何

で知ってるの?「なんでも」と、よくあ

る会話。ジャニーズ以外にも興味が

あったのか、と私。娘の意外な一面を

見た気分。

　長男は「NAR U T O －ナルト－」の漫

画にハマっています。せっせと小遣

いで買ってきてはどっぷり浸ってい

ます。アニメで見たときエグイなぁ、

と思ったので漫画も手に取ることす

らしていませんでした。ところが、彼

との会話にナルトが出てくるように

なるとこれが大変。ナルト、ホカゲ、

シャリンガン・・？？暗号のようで

す。一生懸命説明して面白さを伝え

ようとする姿を見ていたら、親とし

てここはきちんと読まなきゃいか
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みかん便り　

　あけましておめでとうございます。

第４回みかん便りです。

　年末年始は今村組の LIVE 練習で毎

日を忙しく過ごしていました。おか

げさまで大成功に終わり嬉しかった

です。京都・大阪・奈良・西宮・愛

媛、いろんな県の友達が見に来てく

れて、踊る前はかなり緊張してたん

ですよ。初めて知り合いに『かっこ

いい』って言われてだいぶテンショ

ン上がりました( 笑)

　幼稚園の先生、幼馴染、親友、恩

師、、って場所は違うけど、自分の生

ん！（実は漫画好き）と、サンタさ

んにも手伝ってもらい 3 0 巻まで揃え

たところで一気読み。いや～面白

かった。同じ忍者モノでも白土三平

の「サスケ」よりは明るいです。お

陰で会話もはずんでいます。食わず

嫌いをしなくてよかったです。

　今までは「こんなのあるよ」と差

し出す側でしたが、子どもの世界に

お邪魔するのも楽しいものです。娘

のお陰で「嵐」の顔と名前が一致す

るようになりました。2 0 年どころか

5 年前でもこんな楽しみ方が出来る

なんて想像もしませんでした。おみ

くじは大吉だったし、良い年になり

そう！皆さまも素敵な一年になりま

すように。

　　        　　　（富家　香麻里）

きてきた時間を一緒に過ごしてきた

人が１つの場所に集まって自分を見

てくれているって言うことがとても

不思議で、変に感動もしていました。

こんなに他県の友達が集まるのは、

将来結婚式挙げたときしかないや

ろって思ってたんで（笑)

　関西京都今村組の L I V E はお金を取

ります。アマチュアのダンスチーム

ですが、4 0 0 0 円もの大金を取ってダ

ンス L I V E をしています。毎年の合言

葉は、「1 円でもお金を取ったら俺ら

はプロなんや！！お客さんに対して
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夢 の 時 間 を 作 っ て 上 げ な あ か

ん！！！ 4000 円が安いと思わせなあ

かん。そんな覚悟ができんやつは今

すぐ出て行け！！！」

毎年この言葉が僕らの合言葉です。

今年も来てくれた人たちは満足して

帰ってくれました。来年もがんばり

ます。

　さて、大学生活ですが、1 月いっぱ

いで 1 回生を終えてしまいます。高校

時代とはぜんぜん違う 1 年でした。い

ろんな県から来た友達、たくさんの

外国人、そして興味のあるたくさん

の授業。特に外国人の友達はたくさ

んのことを教えてくれました。言葉

や文化、人種、宗教、、色々違うとこ

ろはありました。でも楽しいときは

思いっきり笑うし、ケンカもする。

お互い何を言っているかはよくわか

らないけど、何に対して怒っている

かはよくわかる。言い争うのに疲れ

たら、あとはまた笑って話すように

なるのも日本人と同じです。世界は

広く遠いけど、同世代の人たちは基

本的に似たような人間なんやって思

いました。2 回か 3 回生では留学やイ

ンターンシップもやってみたいって

考えてます。

　まだまだ俺は 1 8 歳のガキです。で

も、ガキなりにこの 1 年は成長できま

した。新しい出会いから始まり、絶

対にしてはいけないこともしてしま

い、謝罪の重さを知りました。異文

化理解も少しながらやり、将来やり

たい仕事も深く考え出しました。こ

れから 2 0 歳・2 1 歳って年を重ねて

いって、どういう風に成長できるか

が楽しみです。こんな僕ですが、周り

の大人様、温かい目で見守っていっ

てください。

　それでは次回は春休み特集です。

特に何もなさそうですがまた読んで

みてください☆ほな♪

　　              　　（河村　高志）



11

２００９年１月　あんなこと　こんなこと…

・ １月   １日（木）早天祈祷会／新年礼拝
・ １月 ２１日（水）聖書研究祈祷会
・ １月 １１日（日）幹事会／教師会
・ １月 １３日（火）ゆっくりと聖書を読んでみませんか
・ １月 １４日（水）、２８日（水）読書会
・ １月 １７日（土）大地震子ども追悼コンサート
・ １月 １８日（日）兵庫県南部大地震犠牲者追悼の日礼拝
・ １月 ２０日（火）西宮公同教会カレンダー全体連絡会
・ １月 ２５日（日）２００８年度交換講壇　説教：神戸教会　菅根信彦牧師

◇幼稚園
・ １月   ８日（木）幼稚園３学期開始
・ １月 １７日（土）公同文庫
・ １月 ２６日（月）年長雪山遊び
・ １月 ３１日（土）たこあげ大会
・ ２月 　７日（土）もちつき
　
◇にしきた商店街
・ １月 　４日（日）津門川川掃除
・ １月 　８日（木）西北街づくり協議会
・ １月 １３日（火）にしきた街舞台実行委員会
・ １月 １４日（水）商店街役員会
・ １月 １６日（金）西北活性化協議会
・ １月 ２５日（日）商店街新年会

◇アートガレーヂ
・ 火～金曜日：１０時～１７時　土曜日：１５時～１７時　開室日
・ １月 １３日（火）　アートガレーヂ運営委員会
・ １月 １３日（火）～１７日（土）ききるん活動日
・ １月 ２０日（火）丹波野菜市
・ １月 ２０日（火）ききるんOBの会
・ １月 ２７日（火）第４回アートガレーヂ５００円講座「生と死を学ぶ講座」

◇関西神学塾
・ １月 　９日（金）午後７時～９時　使徒行伝を読んでみよう（３９） 講
師：桑原重夫
・ １月 ２３日（金）午後７時～９時　マルコ福音書註解（中）（５５）  講
師：田川建三
・ １月 ３０日（金）午後７時～９時　ヨブ記釈義（１５）　講師：勝村弘也
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新沢としひこコンサート実行委員会主催

ぼくのそら　きみのそら
新沢としひこコンサートのご案内

記記記記記

場所場所場所場所場所：：：：：西宮公同教会西宮公同教会西宮公同教会西宮公同教会西宮公同教会・・・・・チャペルホールチャペルホールチャペルホールチャペルホールチャペルホール

日時日時日時日時日時：：：：：平成２１年２月２２日平成２１年２月２２日平成２１年２月２２日平成２１年２月２２日平成２１年２月２２日（（（（（日日日日日）））））

開演開演開演開演開演：：：：：１７１７１７１７１７：：：：：００～１９００～１９００～１９００～１９００～１９：：：：：００００００００００

　　　　　　　　　　《《《《《　　　　　開開開開開場場場場場　　　　　１１１１１６６６６６：：：：：３０～　》３０～　》３０～　》３０～　》３０～　》

チケット代チケット代チケット代チケット代チケット代：：：：：３０００円３０００円３０００円３０００円３０００円（（（（（一一一一一律律律律律ででででですすすすす）））））　　　　　＊＊＊＊＊全全全全全自自自自自由由由由由席席席席席

対象対象対象対象対象：：：：：中学生以上中学生以上中学生以上中学生以上中学生以上

お問い合わせは西宮公同幼稚園まで

ＴＥＬ　０７９８－６７－４６９１

ＦＡＸ　０７９８－６３－４０４４

２００９年　小黒三郎　組み木の雛人形２００９年　小黒三郎　組み木の雛人形２００９年　小黒三郎　組み木の雛人形２００９年　小黒三郎　組み木の雛人形２００９年　小黒三郎　組み木の雛人形
催しのご案内催しのご案内催しのご案内催しのご案内催しのご案内

小黒三郎　個展　
今年の新作は、組み木の雛人形を秋田杉の曲げわっぱの三重の箱に収納した
「春の海びな三段飾り」です。「春の海」というタイトルをこの三段飾りにつ
けた理由は、魚や貝など海の生きものたちが各段に入ってきたからです。魚
を肩にのせた雛人形は竜宮城の乙姫さまのようです。宮城道雄の箏曲「春の
海」ののどかな曲が作図しながら聞こえてくるようでした。
　五月人形や最近のデザインの組み木も展示します。ぜひお越し下さい。

●　小黒三郎・組み木のお雛さま展in西宮
２００９年２月１０日（火）～１５日（日）
アートガレーヂ
西宮市南昭和町１０－２２　在廊日２月１５日（日）
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　　　教会学校から　　　

《12 月の活動報告》

◇ 12 月 7 日（日）

　のびる焼きを食べよう

◇12 月 14 日（日）

　わが町クリーン大作戦　

◇12 月 18 日（日）

　合同子どもクリスマス会

◇12 月 21 日（日）

　教会学校クリスマス会・プレゼント交換

《1 月の活動報告》

◇12 月 28 日、1 月 4 日は冬休みです。

◇ 1 月 11 日（土）

　新年カルタ大会

◇ 1 月 18 日（日）

　兵庫県南部大地震犠牲者追悼の日礼拝　

　（合同）

◇ 1 月 25 日（日）

　たこつくり

◇ 1 月 31 日（土）

　たこあげ大会

◇ 2 月 7 日（土）

　もちつき
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まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内まいのなんでも案内

　早いもので、もう２００９年です

ね。「行く」「逃げる」「去る」は「師

が走る」よりも早い気がするので、今

年も日々を大切に過ごしたいと思い

ます。と、落ち着いて言えるように

なったのは本当にここ数日で、年末

年始は卒業論文に明け暮れていまし

た。相変わらずのギリギリさ発揮で

した。私は割と文章を書くのが好き

な人間に分類されるとは思うのです

が、論文を書くのは初めてだったの

で、なかなか書き進められず・・・。

レポートレベルのものになってし

まった感は否めませんが、何とか２

万字、書き上げました。というわけ

で、今回は紹介をお休みして、私の文

章の書き方について、少しお話した

いと思います。

書き終わってから、同じように卒

論を書いたクラスの友達と話してい

たのですが、やっぱり文章を書く上

でのこだわりやら手法は人それぞれ

ですね。よく作家さんのエッセイや

インタビューを読んでも思いますが、

決まったやり方っていうのはないん

だと身をもって感じました。書きあ

がったものに対する感じ方や接し方

も色々ですしね。大まかに、「書くこ

とを決めてから書く」か「書きながら

考える」か、という２通りもあります

し、「毎日読み直しながら修正を加え

ながら少しずつ書き進める」か「勢い

で書いて、日を改めた推敲はほとん

どしない」か、という分類もできま

す。私は大抵、この文章なんかは、大

体書くテーマを頭の中で決めてし

まってからパソコンを開いて一気に

書いて、読み直しはしないです。日本

語のおかしいところとか、文章のつ

なぎとかは、書きながら適宜修正し

ていくので、変換ミスなんかもそん

なにないと思います。まぁ多分一般

的にブログってそんな感じですよね。

手軽さが売りというか。で、これまで

大学４年間、レポートや就職活動の

E S（エントリーシート）も大体そん

な感じで書いてきたわけです。勢い

勝負。

それでも、そんな雑な文章書きの

私でも、文章を書く上で気にしてい

る事はいくつかあります。その一つ

が、カタカナ語の用法。私、カタカナ

外来語があまり好きじゃないんです。

勿論言語は文化やし、その言葉その

ものでないと伝わらないニュアンス

があるのは百も承知なんですけど、 そ

んなの、日本人である相手にその

ニュアンスが伝わるかなんて分から

ないなぁと思っていまして。とりあ

えずカタカナ語を使ってしまう前に、

手持ちの日本語で何とか伝えられな

いか考えるのも一興、みたいな。西洋
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史が専門のくせに、個人的にカタカ

ナ語覚えるのが苦手ってなのも理由

かもしれないんですけど。まぁ、格好

良く言えば、外国語より先に日本語

をきちんと使えるようになりたいん

です。言葉遣いとか敬語とかだけ

じゃなくて、自分なりに言葉を慈し

んで納得して発したい。勿論主観だ

し、他人には全く求めない（だってそ

んなの人それぞれ）ですけど。この文

章だって、さっきからワープロソフ

トに校正されっぱなしですし。

ここで問題なのが、どこまでが日

本語で、どこからがカタカナ語かっ

ていう話です。その線は正直、私の中

でも非常に曖昧。元々漢字だって中

国から伝えられたものですし。でも

「外国語」と「外来語」は違うと思う

んですよね。「外国語」レベルの言葉

を、よく吟味せずに「外来語」使用す

るのが、嫌なんです、多分。言葉＝文

化だから、外国から考えとか物とか

入ってくる以上、その概念を表す言

葉も入ってくるのは仕方ないし、当

たり前です。ただ、特殊用語とか業界

用語として入ってきた外来語を、一

般用語とする時点で、よく考えるこ

とが必要だとも思うのです。例えば

うちのゼミでは当たり前のように

「テクニカルターム」って言葉が使わ

れています。私は最初何のことか分

かりませんでした。辞書ひいて「専門

用語」という意味だって知って、でも

そこに「専門用語」以上の意味は必要

ないと思ってるので、そのまま「専門

用語」という言葉を使ってます。必要

以上に神経質になるのもおかしいで

すけど、自分なりの「日本語」「外来

語」「外国語」の区別を持っていたい

んですよね。普段何気なく使ってる

言葉ですけど、たまにはそんな小難

しく考えるのもいいかもしれません

よ。

　　      　　　　　　（高橋　舞）
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つ と が わ

編集後記

　　　　　　　　　　　　　

　昨年は、牛の組み木やバッヂ（デザイン・小黒

三郎）を、あれこれ電動糸のこで切りました。切っ

ている際に油断して、切断した木の端で指を切

り、“三針”ばかり縫うはめになりました。

　　花が歌い　花が泣く

　　私は　角を

　　突きつけることを

　　好まない

　　結ばれた　花の

　　香りの　広がった記憶が

　　私の　誇りです

　　月が歌い　月が泣く

　　私は　心が

　　嘆くことを

　　好まない

　　冷たい　光が

　　心に　届いた記憶が

　　私の　誇りです

　　大地が歌い　大地が泣く

　　私は　蹄を

　　蹴りあげることを

　　好まない

　　重い　荷車を

　　一歩一歩　引いた記憶が

　　私の　誇りです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｋ）

　

　１月、誕生日を迎えた日に、たくさんの方々に

お祝いをしていただきました。家族から、友人か

ら、おめでとうのメールをもらったり、そして幼

稚園に来ると子どもたちから「おめでとう！」と

言ってもらったり・・・。いくつになってもこん

な風にお祝いしていただけるなんて、とても嬉し

く思います。そしてそんな多くの方々に支えられ

今まで過ごしてこれたことに感謝の気持ちでいっ

ぱいです。ありがとうございます！

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（Ｎ）

　今年も１月１７日を迎え、子どもたちと追悼コ

ンサートの時間をまもりました。子どもたちの、

いつもと変わらない、元気いっぱいの歌声を聴

き、こうして毎日みんなと過ごすことができてい

る喜びを改めて感じました。

毎年、この日は、命の尊さを再認識しますが、今

年はそれに加え、「何気ない日常のありがたさ」を

感じた日となりました。

　　　                                   （Ｙ）

　

　お正月、田舎に帰った時に、小さい頃によく

登っていた高御倉という地元の山に久し振りに登

りました。私の父と母と「はじめてやまにのぼ

る！！」という甥っ子も一緒です。４人でけもの

道を休憩しながら頂上を目指しました。そんな風

にまた登るなんて思いもしていませんでしたが、

小さい頃、祖父と一緒に毎年のように登っていた

ことを、小さな甥っ子の背中を見つめながら“私

もこんなだったのかなぁ・・・”と、思い出しな

がら登りました。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｉ）

　

’８２年にはじまったうどんツアー。当時Ｋ学大

の学生食堂のうどんは１００円だった。冬の様々

な景色を楽しみながら、ちょっと寒い中を走った

り跳んだりしつつ、往復６キロ程の道のりを歩

く。一杯の熱いうどんは最高！！毎年私流何でも

アリ！の場所がなくなったことを嘆きつつ、「先

生閉まってます」「閉まってたらあければいいの

よ」の強気も通じるところが少なくなったことを

実感しつつ、でもそれなりに子どもの成長を感じ

る冒険をする。そんな「ツアー」が始まっていま

す。

　　　           　                      （Ｊ）


